
1　基本方針

　近年、少子・高齢化が急速に進み、市民の価値観は

多様化しライフスタイルも大きく変容してきた。変化

の激しい社会においては、伝統文化や各種文化財、歴

史遺産、芸術作品が急速に失われていく恐れがある。

これらを埋没させることなく未来に引継ぎ、発展させ

ていくことは喫緊の課題といってよい。

　課題の解決に向けては、単に先人の遺してくれた伝

統文化や文化財、芸術の確実な保存を図るだけではな

く、市民にこれらの価値を再認識してもらうことが重

要であり、このための仕組みづくりが急がれる。

新発田城

　本市はまちづくりの視点の一つに「教育の充実」を掲げている。歴史遺産や文化財の保存と活

用により、郷土の歴史や伝統文化に対する子どもたちの理解を深めてもらうとともに、市所有の

美術品の展示などを通して、幅広い市民層に郷土の魅力ある文化を再認識してもらう事業を展開

する。加えて、市民の主体的な郷土文化の保存と振興の活動を支援する。

2　文化行政

　文化財の維持管理を計画的に行い、その保全と活用に努め、地域に根付く文化を市民に再認識

してもらうとともに、伝統文化が継承され、発展するよう、郷土に興味や関心が持てる施策を展

開する。

　●　地域の文化財の適正な保存と活用を推進し、市民の歴史に対する理解や関心を深めてもら

　　うとともに、市内外に新発田の歴史文化を発信する。

　●　市民が芸術文化に親しむ機会を設けることで、市の芸術文化の継承と振興を図る。

　（1）美術品の展示、活用

　　　市民からの寄贈などによって市が所蔵している美術品を公開し、広く鑑賞の機会を提供す

　　ることにより、芸術文化の振興を図る。

　　　今年度は、新潟県で開催される国民文化祭を記念して県内の収集者から絵画等を借用し、

　　当市ゆかりの美術作家の作品を紹介する市所蔵美術作品展を企画し開催する。

　（2）民俗芸能保存のための支援

　　　昭和20年以前から伝承されている獅子舞、盆踊りなどの民俗芸能保存団体が行う道具の

　　購入・修繕や民俗芸能の公開、後継者育成に係る経費に対し補助を行う。

　（3）新発田城の公開

　　　国指定重要文化財である新発田城表門・旧二の丸隅櫓及び復元した辰巳櫓を公開（4月～

　　11月）するとともに、櫓および城内の適正な維持管理を行う。

　（4）五十公野御茶屋の公開

　　　新発田藩主の別邸で、国指定名勝に指定されている五十公野御茶屋庭園の建物を公開（4

　　月～11月）するとともに、建物の燥蒸と庭木の勇定などの維持管理を計画的に実施する。

　（5）文化財の調査／文化財調査審議会の開催

　　　市内に潜在する文化財の調査を進め、新たに市が指定すべき文化財については、文化財調

　　査審議会へ諮問する。
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⑥　指定文化財の保存修理支援

　　指定文化財を適正に保存・活用し、文化財を後世に伝えるため、所有者の行う修繕にかか

　る経費に対し、補助を行う。

（7｝新発田城の石垣調査

　　災害などで万が一石垣が崩れた場合に、元の状態に積み直せるよう、石垣全体の詳細なデ

　ジタル写真データと、石垣の動きを把握するための「定点観測」用の断面図を作成する。

　　今年度も引き続き、石垣の動きを把握するための測量観測（定点観測）を行いながら、石

　垣の状態と変化を正確に記録する「石垣カルテ」を作成する。

3　埋蔵文化財

　遺跡の存在・状態を適切に把握し、開発によって破壊される遺跡は発掘調査によって記録し、

情報として保存する。調査の結果は報告書にまとめて公開し、遺跡情報・出土品の保存と活用を

図る。また、これらの埋蔵文化財を適切に保存・活用し、広く公開して市民の郷土理解を深める

ための機会を提供する。

（1）埋蔵文化財の発掘調査

　・埋蔵文化財包蔵地を把握・周知するための分布調査

　　県営ほ場整備事業予定地区内などを踏査する。

　・遺跡の保護を目的とする、開発調整のための試掘・確認調査

　　県営ほ場整備事業（虎丸地区ほか）などで実施する。

　・開発に伴う本発掘調査、整理報告書作成作業

　遺跡情報の記録保存のため、県営ほ場整備事業地内のうち松浦地区助橋下遺跡・姫田川右岸

　地区五斗遺跡・菅田遺跡の本発掘調査、中曽根地区菖蒲沼遺跡・念仏塚東遺跡・中坪遺跡の

　本格整理・報告書作成を実施する。

　・小規模開発に伴う工事立会い調査

　　上下水道工事、県営ほ場整備暗渠工事ほかで実施する。

（2）埋蔵文化財の普及・活用

　　市内小学校6年生への社会科出張授業、各種博物館への資料貸し出しなどを実施する。ま

　た、加治川展示室などで市が所蔵する出土品などを展示・公開する。

小学校出張授業（縄文時代のくらし）
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1　新発田市立図書館基本方針にっいて

（1）基本理念

　　新発田市立図書館の基本理念を次のとおり定めます。

すべての人たちの学びを支え培う、知と情報の拠点

　一ひと、まち、活動をつなぎ、歴史をっむぐ

（2）図書館基本方針

　　基本理念に基づき、次の4つの基本方針を柱として、今後の図書館運営を進めていきま

す。

①暮らしに役立ち利用しやすい図書館

　ア　生涯学習や課題解決を支援する資料、情報の整備と提供

　イ　地域の特性に応じた分館の充実

　ウ　高齢者、障がい者、乳幼児などにやさしい環境とサービスの充実

　工　誰でも居心地が良いと感じる空間の提供

②子どもの心を豊かに育む図書館

　ア　幼い時期から本に親しむ機会の提供と環境の整備

　イ　読書習慣の形成に向けた支援

　ウ　読書活動を支えるボランティアの養成と支援

　工　学校図書館との連携と支援

③郷土の歴史や文化を大切にする図書館

　ア　未来へ向けた新発田市の歴史の継承

　イ　新発田市の歴史や郷土についての学びと発表の場の整備

　ウ　歴史で繋がるコミュニティと賑わいの創出

④市民とともに創る開かれた図書館

　ア　市民と協働する運営体制の構築

　イ　図書館利用の普及とPR及び情報発信の強化

　ウ　ボランティアの養成と協働
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2　中央図書館

　運営方針

　　図書館の4つの基本方針に基づき、中央図書館の運営を進めていきます。

○　イクネスしばたの核として、こどもセンターやキッチンスタジオ等それぞれの施設

　　の活動を繋ぐ役割を担い、複合施設としての機能を十分に生かせる事業を実施する。

○　生涯学習支援のため、乳幼児から高齢者まで幅広い利用者のニーズに応えられる資料

　　や情報の収集と提供など読書環境の整備に努める。

○　子どもの読書対策、特に中高生の利用拡大と学校図書館の支援充実を図る。

○　市民団体であるイクネスサポータークラブと協働で事業を進め、開かれた図書館を目

　　指す。

○　分館・分室については、地域の実情に応じた読書環境を整備し、サービスの向上に努

　　める。

100万人記念事業

慈

製本・修理講座

（1）分館・分室

分館・分室　　　　　　　　　場　　所　　　　　　　　　開設日・時間　　　　貸　出

豊浦分館
豊浦地区公民館内

新発田市乙次26－2電話22－2081

　毎日
9：00－21：20

紫雲寺分館
紫雲寺地区公民館内

新発田市稲荷岡2371電話41－2291

　毎日
9：00－21：00

中央館、歴史図書館

を含む5館合計で
6冊まで。

期限は2週間。

※貸出の場合は、

　【利用者カード】

をご用意ください。
加治川分館

加治川地区公民館内

新発田市住田547－1電話33－2433

　毎日
9：00－21：20

五十公野分室

五十公野コミュニティセンター内
　（旧ふるさと会館）

新発田市五十公野4930－1

　日曜日
第2．4土曜日

9：30－11：30

松浦分室
松浦農村環境改善センター内

新発田市法正橋676

　祝日を除く

月曜日～金曜日

8：30－17：00

川東分室
川東コミュニティセンター内

新発田市下羽津1908

毎週日曜日
10：00－12：00

各分室4冊まで。

期限は2週間。

※貸出の場合は、各

分室の手続きに従
ってください。

佐々木分室
佐々木コミュニティセンター内

新発田市則清956－1

火曜～金曜日・
日曜日

　13：00－16：30

土曜日

9：30～16：30

●　その他に配本所が、住吉、赤谷、菅谷、七葉にあります。
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②　令和元年度　中央図書館事業計画（予定）

行事名 開催月日・会場 内容

こどもの読書週間2019行事「えほんクイズ」
4／20（土）～5／12（日）

会場：2階児童図書フロア（こどもの読
書週間は4／23～5／12）

絵本の内容や登場人物等に関するクイズを出題し、絵本を読
んでクイズを解くもの。問題は1～5の難易度別

雑誌リサイクルフェア 5／19（日）　会場：1階多目的室1 希望者に保存期限切れの雑誌を無債で譲渡するもの

こども映写会（高学年向け）
6月9日（日）

会場：2階多目的室4、5
中央図書館所蔵のDVD資料を使った小学校高学年向けの上映会

パッケージクラフト教室
8月2日（金）

会場：1階多目的室1
お菓子の空き箱を使った工作　小学生対象　駅前複合施設と
共催

夏休みこども図書館員
8月6日（火）

会場：中央図書館各階
小学校高学年を対象に図書館業務を体験してもらう

「水」から世界をみてみよう
8，月7日　　（7k）　、　9日　　（金）

会場：イクネス全館、敬和学園大学
施設見学、図書館の使い方、調べ学習、敬和学園大学学生に
よるワークショップほか　駅前複合施設と共催

世界のこわいおはなし会
8月23日（金）

会場：2階多目的室4、5
世界の怖い話の朗読や紙芝居ほか

ぬいぐるみお泊まり会
10月上旬～11月下旬

会場：2階児童図書フロア
参加者からぬいぐるみを一晩預かり絵本を読んでいる風景を
撮影する。小学生までを対象

大人の施設見学ツアー 11月中
希望者に館内の案内、閉架書庫見学、カバーかけ体験等
（案）

本の福袋
1月4日（土）

会場：2、3階中央図書館フロア
図書館職員の選んだ本を福袋にして貸出すもの

こども映写会（幼児～低学年向け 2月～3月中 中央図書館所蔵のDVD資料を使った幼児～低学年向けの上映会

製本・修理講座（案） 未定 未定

ビブリオバトル（年2回）
第1回6月30日（日）　第2回未定
会場：2階多目的室4、5

発表者おすすめ本の中から聴衆の投票で優勝本を決める書評
合戦　サポータークラブ「新発田市立図書館利用者友の
会」、　「ライブリオ」と共催で実施予定

毎週土曜日10：30～11：00
会場：2階多目的室3

読み聞かせボランティア「おはなしのとびら」による読み聞
かせ

第1　．　37kn五≧日　　16　：　00～16　：　30

会場：2階多目的室3
読み聞かせボランティア「小さな絵本の読み聞かせ　アイリ
ス」による読み聞かせ

紙しばいや絵本の読み聞かせ
毎月第2月曜日10：30～11：00
会場：2階多目的室3

読み聞かせボランティア「小さな絵本の読み聞かせ　アイリ
ス」による読み聞かせ（英語と日本語の絵本）

毎月第2日日言塁日　　15　：　00～15　：30

会場：2階多目的室3
読み聞かせボランティア「おはなしばたぽん」による読み聞
かせ

毎月第3金ll轟…日　　10　：30～11　：00

会場：2階多目的室3
読み聞かせボランティア「おはなしのとびら」による「ちい
さいひとたちのためのおはなし会」（0～2歳児）

指人形とおはなし会
毎月第2土曜日14：00～15：00
会場：2階多目的室3

ボランティア「指人形カッパ」による指人形と読み聞かせ

学校出前読み聞かせ
随時
会場：市内小学校

読み聞かせボランティア「おはなしのとびら」による読み聞
かせ

ブックスタート
（市健康推進課主管）

第1・3水曜日
会場：保健センター

ブックスタートについての説明と読み聞かせの実演
（対象：3か月健診受診親子）

4／6（土）～5／12（日）

こども読書週間事業「ドレミファ絵本
展」

会場：2階展示室
5／18（土）～7／21（日）

「こんにちは令和展」

会場：2階展示室

企画展示

7月下旬～9月
「市立図書館90周年展」

会場：2階展示室

10月～11月下旬
「ラグビーワールド杯展」

会場：2階展示室
12月～2月
「にいがたゆかりの絵本作家展」

会場：2階展示室
2月～3月
「新発田の出土展」（仮）

会場：2階展示室
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3　歴史図書館基本方針

　　　新発田市立歴史図書館は、　「新発田市立図書館基本方針」に示された「郷土の歴史や文

　　化を大切にする図書館」に基づき、以下のとおり運営します。

（1）未来へ向けた新発田市の歴史の継承

　　　新発田藩領と新発田市域を対象として、主に次に示す資料や情報を収集し、保存、公開

　　することで、歴史を未来に継承します。

歴史資料 古文書、和書・漢籍、絵図など紙媒体の資料、写真、8㎜フィルム、ビデ

オなどの映像資料、録音テープなど音声資料

郷土資料 県史、市町村史など、地域の歴史に関する図書、郷土史研究雑誌など、地

域の歴史に関する定期刊行物、地域の歴史を知るための参考文献（研究

書、事典類など）

②　新発田市の歴史や郷土についての学びと発表の場の整備

　　　新発田の歴史を研究したい人、新発田の歴史に関心を持って訪れた人たちの意欲に応

　　えられる施設をめざすために、収集した資料・情報は自由な閲覧を可能とし、研究や学

　　習のためのスペースも確保します。また、専門職員によるレファレンス（資料を用いた

　　研究・学習の案内）の機能も強化します。歴史を通じて、新発田で学ぶ子どもたちに郷

　　土愛を育む施設をめざして、子どもたちに向けた企画も充実させます。

4　歴史図書館

（1）施設の概要

　　　1階は、新発田の歴史と触れ合うスペースとして、新発田の歴史を知ることができる「ガ

　　イダンス映像コーナー」や、新発田市が所蔵する資料の展示・公開を行う「展示室1・2」が

　　あります。

　　　2階は、新発田市の歴史や郷土についての学びと発表の場として、書架を再配置し、歴史

　資料・郷土資料の閲覧の場としました、所蔵する図書は、新発田町立図書館から引き継いだ

　歴史に関する図書や郷土史家から寄贈された専門書・概説書などがあり、歴史の調べものに

　使う図書、入門書についても、充実させていきます。

　　総合案内カウンターでは、レファレンスや郷土資料の貸出を行います。新たに設置するア

　　ーカイブズコーナーでは、各種データベースによる検索ができます。閲覧室の一角には「小

　　展示コーナー」を設け、新発田ゆかりの人物などを定期的に紹介していきます。

　　　また、発表の場として、研究会等が開催できる「会議室」を設けました。会議室では、市民

　　による定期的な歴史の勉強会や研究会、古文書の会などが利用します。

　　　3階は、未来へ向けた新発田市の歴史の継承スペL－一一スとして新発田藩政史料といった古文

　　書類の貴重な原本を収蔵する特別収蔵庫や、歴史的資料を保管する収蔵庫となっています。

　　　特別収蔵庫では、温湿度を一定に保ち、保存に適した環境で歴史資料を保存・管理してい

　　ます。
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（2）令和元年度事業計画

令和元年度事業計画

行事名 開催月日 内容

春の通常展示

（新発田藩の歴史資料）

4月27日～6月9日 新発田藩主溝口家や家臣団が残

した古文書・絵画資料等の展示

夏の企画展

（10代藩主直諒）

7月6日～9月23日 文化人として名を残した溝口直

諒に関連する資料を展示
資料展示

秋の企画展

（戦国時代新発田と溝口家）

10月5日～］2月22日 溝口家半左衛門家に伝来する文

書や、市内の中世遺跡出土品を

展示

冬の通常展示

（異国船来航から明治維新
へ）

1月11日～3月29日 異国船の来航から明治維新にい

たる新発田の歴史資料を展示

城下町まち歩き① 5月25日（土） 諏訪神社・東町・清水谷方面

城下町まち歩き② 9，月21日（土） 徒町・新発田川・町屋方面
屋
外
体
験
城下町まち歩き③ 10月19日（土） 三の丸・寺町・札の辻方面

城下町まち歩き④ 11月9日（土） 外ヶ輪・二の丸・本丸方面

御朱印帳作り 7月27日（土） 和綴じによる御朱印帳の作成屋
内体験

屏風作り 8月24日（土） ミニチュアの陣立図屏風の作成

戦国時代の折封入門 10月～12月の土・日 戦国時代の手紙の折り方講座

講
座

県博出前講座（県立歴史博物

館　前嶋研究員）

10月20日（日） （阿賀北の戦国時代と越後宝鑑

集）

古文書相談会① 8月18日（日）
相談会

古文書相談会② 11月24日（日）

　ご家庭にある古文書類にどん

な事が書いてあるのか概要を解

読（要予約制）

古文書相談会③ 3月1日（日）

一 39一



令和元年度　公民館運営方針

基本方針

　戦後に誕生した社会教育法を設置根拠とする公民館も半世紀以上が経過し、少子・高齢化、情

報化、グローバリズム化など社会の変革の中で、公民館は、多様化する市民の生涯学習ニーズに

応えながら、いつでも学習できる機会と場を提供するとともに、市民が生きる張り合いや喜びを

感じ、自己実現できるように支援していかなければならない。

　公民館の役割は、地域住民がそこに集合し、お互いが交流し合うなかで、さまざまな生活課題、

地域課題を発見し、その課題解決のための学習活動を通じて得た知識、技術と行動力をもって、

自治生活を営むことができるよう支援することであり、さらには、心豊かで文化的なまちづくり

に貢献することである。

　これを実現するため、

　1　生涯学習

　2　青少年育成

　3　文化芸術・文化財

　この三つの施策を基本としながら、中央公民館・地区公民館をはじめとする他の生涯学習関連

機関と連携を深め、事業を展開していく。

令和元年度　中央公民館事業計画

1　重点事業

（1）　教育の充実を目的に、社会教育の一環として取り組んでいる土曜学習事業は、生活困窮世

　　帯の子どもへの学習支援等を含む教育機会の公平性の確保及び子どもの居場所づくりを目

　　的に市内5ヶ所で実施する。

（2）高齢者を対象とした「菖城大学」、市民各層を対象とした「市民教養講座」など生涯各期

　　にわたる学習機会を体系化するとともに、市民ニーズを的確に捉え、魅力ある学習活動の推

　進に努める。

（3）　「市民レクリエーション」、「公民館文化祭」などの事業においては、地域づくり、まちづ

　　くりに貢献する人材の育成・NPOやボランティア団体等と連携した活動の拡大、事業内容

　　の充実を図り、市民の自主的な活動の推進に努める。

（4）小学生を中心とした「公民館こども交流体験事業」では、各種体験活動・学習活動として

　　体験学習コース・伝統文化コースのほか、国際理解教室などを展開し、創造性、自主性を養

　　い、心豊かな子どもの育成に努める。

（5）市民の文化・創作活動を活発化し、歴史や文化の香り高い地域社会を築くため、「新発田市

　　美術展覧会・ジュニア展」、「あやめ茶会、市民茶会」、「手工芸・水墨画展」、「趣味の展示会」

　　などを開催するとともに、小学生から高齢者まで市民の投稿による文芸誌「文芸しばた」を

　　発行する。
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（6｝平成28年度オープンした青少年宿泊施設「あかたに0）家」の管理運営について、青少年の

　健全な育成と赤谷地域の活性化のために、地元住民等と連携しながら利用の促進を図るとと

　もに、小学校が防災教育カリキュラムの一環として行う防災キャンプの支援を行う。

（7｝防災教育を通じて、子どもたちの「生きる力」を育むために、中学校が実施する防災教育

　に対して支援を行う。

2　事業計画

（1＞生涯学習

事業名 対象 期間等 事業内容

土曜学習支援事業 本庁地区の小学

校5・6年生及び

中学校1～3年
生

定員80人（本庁

地区）、30人（川

東地区）

【本庁地区】

5月～3月（全39回）

【川東地区】

5月～3月（全43回）

　子どもたちの学習意欲

の向上、学習習慣の定着、

居場所づくり、ひいては

学力向上を図るため、学

校、家庭、地域が連携し

て土曜日を利用した学習

支援を行う。

市民レクリエーショ

ン開催事業

市民 「市民釣り大会」

　　　5月19日（日）

　　o
「市民将棋大会」

　　　8月18日（目）

「市民囲碁大会」

　　　2月9日（日）

　同じ趣味を持つ人の交

流と成果発表のための各

種大会を開催し、技術の

向上を図る。

市民教養講座開催事

業

市民 6月～3月

「生涯学習講座」（佐々木

地区）他に2講座を予定

　趣味や芸術文化の学習

の場を提供し、市民の生

きがいを増進するととも

に、学習意欲を支援する

各種講座の開催。

　また佐々木地区におい

て、家庭、職場、地域社会

の課題や自己の確立、仲

間づくり、趣味に関する

講座を実施する。
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事業名

公民館こども交流体

験事業

（オムレツクラブ）

対象

市内小学生

期間等

7月～12月

「

オムレツクラブ「宿泊体験」

　　～水鉄砲づくり～

成人式開催事業

高齢者大学開催事業

（菖城大学）

本庁、五十公野、松浦、

米倉、赤谷、川東、菅

谷、加治、佐々木地区

平成11年4月2
目から平成12

年4月1日まで
の間に生まれた

人

各地区のおおむ

ね60歳以上の
男女

令和2年3月15日（日）

開催予定

4月～12月

事業内容

　土曜日を中心に実施
し、館外活動や体験学習、

伝統文化を通して子ども

たちの創造性や自主的な

学習意欲を向上させると

ともに仲間づくりやひと

づくりを目指す。

「体験学習コース」「伝統

文化コース」「こども将

棋・囲碁教室」を開催す
る。

　また、夏休みを利用し、

ALTによる国際理解教
室を開催する。

　新成人の門出を市全

体、市民全体でお祝いす

るあたたかみのある成人

式を実施する。

　高齢社会に対応し、健

康で明るく、豊かで生き

がいのある生活を送るこ

とを目的とし、講座、健

康体操、視察研修などを

実施する。9地区8回開

催。平成28年度からは、

地区を超えて学べる越境

学習の機会を設けてい

る。また、各学級終了後

に受講生が参加した感想

や日ごろ思っている事を

文章にすることで文筆活

動の発表の場を提供する

目的として文集「菖城」

を発行し開講式に配布す

る。
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事業名 対象 期間等 事業内容

文芸しばた発行事業

（第45号）

小学生以上の市

民ならびに新発

田市にゆかりの

ある人

10月19日（土）発行

　（市展初日に合わせ発
売）

　詩・短歌・俳句・川柳・

随筆・小説部門に市民の

応募作品を掲載し、文芸

活動の成果を発表する場

を提供する目的で「文芸

しばた」を発行する。

新発田市文化団体連

合会支援事業

文化団体連合会

加盟団体

4月～3月 　加盟団体が提携協力し

文化活動の健全なる発展

と市の芸術文化の振興に

寄与する。主な活動は、

文化講演会、会報発行な
ど。

新潟県公民館連合会

参画事業

会員市町村 4月～3．月 　新潟県公民館連合会へ

の負担金支出。新潟県公

民館大会や各種研修会に

参加し、県内公民館職員

との交流や職員研修を図

る。

下越地区公民館連絡

協議会参画事業

会員市町村 4月～3月 　下越地区公民館連絡協

議会への負担金支出。下

越地区公民館職員研修会

等へ参加し、職員の資質

の向上を図る。

（2）芸術・文化

事業名 部門等 期間 事業内容

市展運営事業（第49回）

併催：第47回ジュニア

展

日本画、洋画、

版画、書道、写

真、工芸、彫

刻、造形、華道

10月19日（土）～23日

（水）

　市民に美術作品の発表

と鑑賞の場を提供するこ

とにより、芸術文化の振

興に努める。

公民館文化際開催事業 中央公民館・市

民文化会館を主

な活動場所とし

ている団体・サ

ークル

令和2年2月29日（土）・

3月1日（日）

　中央公民館・分館及び市

民文化会館を利用してい

る団体、サークルが1年間

の活動の成果を発表する

とともに、利用者相互の理

解を深めるため、「公民館

まっり」を開催する。
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事業名 部門等 期間 事業内容

市民茶会・あやめ茶会

開催事業

抹茶席8団体 あやめ茶会

6月16日（日）

市民茶会

10月13日（日）

　茶席を通して、日本の伝

統文化である茶道に親し

んでもらうとともに、茶道

団体に日ごろの成果を発

表する場を提供する。さら

には文化財である「旧県知

事公舎記念館」、「五十公野

御茶屋」、「清水園」、「石泉

荘」等に目を向けてもらう

きっかけづくりをする。

手工芸・水墨画展開催

事業

水墨画、陶芸、

写真、書道、押

し花等

6月2］日（金）～23日（日） 　創作活動に励んでいる

市民の手工芸・水墨画の作

品を展示し、鑑賞してもら

う。平成29年度から「い

きいき作品展」との合同開

催による相乗効果を図り、

平成30年度から事業を一

本化し、「手工芸・水墨画、

いきいき作品展」として開

催している。

趣味の展示会運営事業

（第49回）

春季趣味展

らんちゅう展

秋季趣味展

春蘭雪割草展

5月　11　日　（土）　・12　日　（日）

5月　18日（土）・19　日（1ヨ）

10月20日（日）

10月　　12　日　（土）　・13　日　（日）

10月26日（土）・27日（日）

3月　14　日（土）・15　日（日）

　趣味活動でつくりあげ

た作品の発表の場を提供

し、潤いのある生活づく

りと文化の振興に寄与す

る。

（3｝生涯学習施設の整備

事業名 部門等 期間 事業内容

中央公民館・分館維持

管理事業

施設維持管理 4月～3月 　施設の維持管理を行う

ことで快適な施設利用を

図る。
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（4）社会教育

　①　社会教育委員の会議の運営・開催

　　　社会教育法に基づく社会教育委員の職務を適切に機能させるよう努め、各委員の社会教

　　育（生涯学習）関連の研究成果や助言を集約する会議等を定期的に開催し、社会教育（生

　　涯学習）関係事業に効果的に反映させる。

　②家庭教育の充実
　　　小中学校PTAや幼稚園、子育てサークル等と連携し、家庭教育に関連した学習機会の

　　充実を図る。

　③教育広報誌の発行

　　　青少年に関わるさまざまな体験活動や各種情報を発信し、市が取り組む教育活動の理解

　　を深めるため、教育広報誌「しばたっ子」を年1回発行し、市内全戸に配布する。

　④学校施設の開放
　　　市民やサークル、各種団体の学習活動や会議、講習会、地域行事等の場を提供するため、

　　市内小学校3校、中学校1校の特別教室の一部を開放する。

　⑤　青少年宿泊施設「あかたにの家」の管理運営

　　　青少年団体、スポーツ団体、各学校の合宿等の宿泊体験や社会教育関係団体の会合や練

　　習などの利用促進に努め、健全な青少年の育成と赤谷地域の活性化を図る。また、青少年

　　団体や地元住民等を含めた管理運営委員会を開催するとともに、魅力あるプログラムのメ

　　ニューを検討する。

　⑥防災教育の推進
　　　全19小学校が防災教育カリキュラムの一環として青少年宿泊施設「あかたにの家」にお

　　いて行う防災キャンプを支援し、同施設を拠点として防災教育の推進を図る。また、中学

　　校が実施する防災学習に対して支援を行う。

　「あかたにの家」で実施した

防災キャンプ応急担架の搬送訓練

「あかたにの家」で開催した

　「やろもち作り体験」
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令和元年度　豊浦地区公民館事業計画

1　重点事業

（1）生涯にわたる学習機会の充実。

②　文化・芸術・芸能活動の支援強化。

（3｝中央公民館及び各地区公民館との連携。

2　事業計画

（1）生涯学習

事業名 対象 期間等 事業内容

土曜学習支援事業 小学校5・6年生 5月～3月 子どもたちの学習意欲の

及び中学生 （全40回） 向上、学習の習慣化、確かな

学力の定着・向上を図るた

め、学校、家庭、地域が連携

して土曜日を利用した学習

支援を行う。

公民館こども交流体験事業 小学生・保育園 5月～3月 クラブ活動及び様々な体

（チャレンジ真木山キッ 児（ただし、保 毎月第2土曜日 験活動を通して、楽しみな
ズ） 育園児は一部の 16回（体験学習 がら子どもたちの創造力お

クラブ活動と体 企画6回） よび学習意欲を向上させる

験活動を除く。） とともに、人間関係の形成

と「生き抜く力」を育む。

市民教養講座開催事業 市民（成人） 7月1回（料理） 成人を対象に豊浦地区の

（成人講座） 8月4回（歴史） 歴史をテーマに講座、料理
3月2回（ピラティス） 教室、ピラティス講座を実

施する。

　　　　　　　　　　”丙丙丙“（家庭教育講座） ・…頃恒乳幼児の親 9月　1回 乳児の親を対象に、骨盤

セルフケアの講座を開催す

るとともに、育児相談も併

せて実施する。
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